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昨年の PRIME の巻頭言のタイトルを、ANNUS 
HORRIBILIS おそるべき年、とした。この一年
を振り返り、その思いはいっそう増すばかりであ
る。

国家による武力行使の自己抑制が緩み、また武
器が非国家主体の手にもほとんど無制約に渡って
しまっているのが、今われわれの直面する世界で
ある。その下で恐るべき人道上の危機が起きてお
り、それはいずれ他人事でなくなるかもしれない。
他方で、世界には、この流れを逆転させようと努
力を続けている人々がいる。あらゆる機会をとら
えて、その人々と手を結び、対抗動向を力づけな
くてはならないときに、わが国の政府は、いった
いどちらを向いているのだろうか。

特定秘密保護法、日米新ガイドライン、集団的
自衛権行使容認の閣議決定、憲法違反の新安保法
制、辺野古新基地建設強行、武器輸出解禁、原発
輸出推進、原発再稼働、労働者派遣法改悪、国民
総背番号制（「マイナンバー」制度）導入…これ
らの多くは、明確に民意をふみにじるかたちで強
行されたのであり、あるいはされつつある。戦後、
まがりなりにも築いてきた希有な国のかたちを、
今の政治は次々と壊し続けている。しかも、自由、
民主、法の支配、美しい国などといった言葉を振
りまきながら、詐術と恫喝といえるような方法に
よって。

ある作家は、「（現政権の）全域をつらぬく人間

蔑視、弱者・貧者さげすみ、強者礼賛、あられも
ない戦争衝動、『知』の否定、財界すりより、ゼ
ノフォビア、夜郎自大、組織的大衆操作、天皇制
利用…が堪えがたい段階にまできている」と怒り
を爆発させている。

たしかに、恐ろしいと嘆くにとどまらず、怒る
べきときだ。平和が本当の平和であるためには、
そこで正義がないがしろにされてはならない。静
かに怒りを持続させ、エネルギーに変えよう。そ
して、本当の悪と対決しなくてはならない。

本当の悪は、悪の顔をしていない。悪魔は年を
取っている。だからわれわれは必死になって賢く
ならねばならない。うわべだけの耳障りのよい言
葉にだまされず、為政者の行動とその結果を、しっ
かりと記憶にとどめよう。「どうせ国民はすぐ忘
れるから」と、彼等にうそぶかせてはいけない。

そして、悪魔は勤勉だ。われわれは負けずに平
和を学ばなくてはならない。立場を超えて語り合
い、互いに理解を深め、みずからを変革すること
ができるような場を、大学はもちろん、社会のさ
まざまなところで確保し、広めていこう。われわ
れ全員と未来の世代の「いのち」が危機にある核
時代に、むざむざと愚行を許す余裕はない。

本号の二つの特集は、いずれもそうした意味で
われわれの知が試されている課題領域である。所
収の論考が読者の思考を刺激するものになれば、
これにすぐる歓びはない。

静かな怒りを持続させよう

高 原 孝 生
（PRIME 所長）

巻頭言
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１．はじめに

2012年以来、日韓関係は悪化の局面が続いてい
る。その原因として日本の方はイ・ミョンバク大
統領の「竹島上陸」を取り上げるが、韓国の方は
日本の歴史否定とその延長線での「独島領有権」
主張が加速化している局面だと見ている。一つの
現象を見ながらも、韓国（人）と日本（人）は目
線のスパンも違うし、歴史問題か領土問題かとい
うアプローチも違う。現に、国交正常化以来の韓
国と日本の関係は良好な時期より関係が悪化した
時期が多かった。その根底には葛藤のイシューに
対する両国の認識の隔たりと隔たりの拡大がある
と考えられる。特に両国のホットイシューは、歴
史、領土、またはその二つのリンケージであり、
国家と国家の関係で一番敏感な問題である。

そのような背景を念頭において、本稿は独島、
独島イシューに対する韓国人の認識を検討し、そ
の認識と日本人の認識の格差、それから認識と認
識の格差が形成されている歴史構造を分析したい
と考える。

まず、独島問題に対する認識の現状を確認する。
韓国（人）の認識を中心にしながら、簡略に日本

（人）の認識と比較してみたい。次に、日韓関係
の二つの局面を事例として取り上げ、両国の相互

作用の過程を検討する。2005年頃と2012年頃の局
面は、2000年代以降「日韓関係が最悪だ」と言わ
れていた時期であり、〈金大中・小渕恵三の共同
宣言〉（1998年）と日韓ワールドカップ（2002年）、
それから「韓流」などで急速に発展していた両国
関係の中で逆流の時期だとも言える。そのような
局面が形成された相互作用の過程を検討し、その
中で特に、韓国は大統領任期の初期には日本に対
して穏健政策を取り任期の後半には強硬策に変わ
るという見方を検証したい。それは日本で普通に
言われている「韓国の対日行動パターン」であり、
韓国でもそのような見方は少なくない。また相互
作用の過程で、認識の隔たりが拡大していく様子
を確認できると思う。

それから韓国と日本の間の「領土問題」がなぜ
歴史イシューとリンケージされているのかを探る
ために日韓関係イシューの置かれている歴史的文
脈（歴史構造）を確認したい。韓国人の独島への
認識が形成された歴史的背景とその経緯を確認で
きると思う。その歴史構造は、「領土問題」だけ
ではなく、そして日韓関係だけでもなく、日中関
係を含め日本と東アジア近隣諸国との関係に横た
わっている様々なイシューの歴史的かつ構造的要
因でもある。

最後には、東アジアの文脈から、日本と韓
国の葛藤（conflict）を両国の関係構造の転換

独島問題に対する韓国人の認識 
―領有権と歴史、イシュー・リンケージの過程と構造

李 　 俊 揆
（韓国、北韓大学院大学）
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